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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

音楽用語で「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味があります。他者に合わせるのでは

なく、「自分なりのペースで歩いていきましょう」という意味が込められています。北海道地域

自殺予防情報センターでは、皆さんと共に歩いていけるような「Andante」を配信していきたい

と考えています。 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇平成25年11月末の自殺者数(暫定値)[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より平成 25年 11月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

平成 25年 11月の北海道の自殺者数は 97人でした。また、全国の自殺者数は 2,022人、そのう

ち男性は 1,342人、女性は 680人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 平成 25年 11月末と平成 25 年 10月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H25 年 11月＜北海道  97人、全国  2,022人、全国(男性) 1,342人、全国(女性) 680人＞ 

H25 年 10月＜北海道 108人、全国  2,159人、全国(男性) 1,489人、全国(女性) 670人＞ 

先 月 比 ＜北海道－11人、全国 －137 人、全国(男性) －147人、全国(女性) +10 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 



平成 25年 11 月の自殺者数は、前月比では全国女性において増加、北海道・全国・全国男性に

おいて減少しました。また、都道府県別では、自殺者数が増加したのは 14、減少したのは 32、

変化なしは 1でした。 

 

2. 平成 25年 11月末と平成 24 年 11月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H25 年 11月＜北海道 97人、全国 2,022 人、全国(男性) 1,342 人、 全国(女性) 680人＞ 

H24 年 11月＜北海道 98人、全国 2,140 人、全国(男性) 1,481 人、 全国(女性) 659人＞ 

前 年 比 ＜北海道－1人、全国－118 人、全国(男性)－139 人、全国(女性)＋21人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、全国女性において増加、北海道・全国・全国男性において減少しました。ま

た、都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 19、減少したのは 26、増減なしは 2でした。 

 

◇平成 24年第三次保健医療福祉圏別自殺者数[内閣府公表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

内閣府のホームページで公開されている「地域における自殺の基礎資料」では全国の市区町村

ごとの自殺者数が集計されています。ここでは平成 24年北海道の自殺者数を第三次保健医療福

祉圏（道南、道央、道北、オホーツク、十勝、釧路・根室）の 6エリアに分けて以下にまとめ

ます。()内は前年比になります。 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 総数 男性 女性 

北海道 1,296 (-141) 916 (-68) 380 (-73) 

道南 132 (+22) 85 (+13) 47 (+9) 

道央 791 (-107) 560 (-61) 231 (-46) 

道北 144 (-11) 103 (-4) 41 (-7) 

オホーツク 82 (+3) 57 (+3) 25 (0) 

十勝 61 (-36) 45 (-21) 16 (-15) 

釧路・根室 86 (-12) 66 (+2) 20 (-14) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

平成 24年の北海道における自殺者 1,296人のうち、道央が 791人で約 61％を占めます。次に、

道北 144 人、道南 132人、釧路・根室 86人、オホーツク 82人、十勝 61 人と続きます。 

前年の平成 23年と比較すると、道内全体では 141 人減少していますが、そのうち 107人は道央

の減少になっています。続いて、十勝 36 人、釧路・根室 12 人、道北 11人の減少になっていま

す。一方、増加しているのは、道南 22 人、オホーツク 3人でした。 

前年比を男女別に見ると、男女ともに減少していたのは道央、道北、十勝でした。逆に、道南

においては男性・女性ともに増加、オホーツクは男性のみ増加、釧路・根室では女性は減少し

ているものの、男性において増加が見られました。 

 



 

【２】自殺対策について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇自殺報道◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

著名人の自殺やショッキングな自殺が起ったとき、テレビや新聞など多くのメディアでその自

殺についての報道がなされます。しかし、この自殺報道の仕方によっては模倣自殺、群発自殺

が誘発され、大きな社会問題となることが多くの研究から指摘されています。 

例えば、日本では 1986 年にアイドル歌手の岡田有希子さんが自殺未遂をした後、ビルからの飛

び降りで亡くなりました。この直後から、メディアは繰り返し自殺の現場を放映し、岡田さん

が飛び降りたビルの映像を流し、そこに飛び散る脳髄や血液を生々しく伝えました。その報道

後、全国で青少年の連鎖自殺が起こり、岡田さんの死後 2週間の間に 30余名の青少年が自殺し

ました。 

このようにメディアの自殺報道に影響されて自殺が増える事象は「ウェルテル効果」と呼ばれ

ています。名前の由来は、1774年に出版されたゲーテの小説、「若きウェルテルの悩み」によ

るものです。この小説は、主人公が恋に落ちた相手に失恋した末に銃で自殺をするというもの

でした。出版後、小説に影響され多くの自殺がヨーロッパ各地で生じました。この結果を受け

て、ヨーロッパのいくつかの国で小説は発売禁止となりました。 

もうひとつ有名な例をご紹介します。ウィーンでは、1978年に地下鉄が開通し、その後しばら

く自殺者は限られた数でした。しかし、1984年頃から新聞が地下鉄での自殺をセンセーショナ

ルかつ詳細に取り上げるようになり、それに伴い自殺者の数が急激に増え始めました。そして、

このような傾向を憂えたオーストラリア自殺予防学会はメディアに向けての自殺報道のガイド

ラインを提示しました。その結果、ウィーンの地下鉄での自殺は半年間で大きく減少しました。 

WHO では、自殺予防の手引きとして、いくつかのガイドラインを作成しています。以下に、

「自殺予防 マスメディア関係者のための手引」（2008）よりメディア関係者のためのクイッ

ク・リファレンスを紹介します。 

 

「自殺予防 メディア関係者のための手引き」 クイック・リファレンス 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 努めて、社会に向けて自殺に関する啓発・教育を行う。 

 自殺を、センセーショナルに扱わない。当然の行為のように扱わない。 

あるいは問題解決方法の一つであるかのように扱わない。 

 自殺の報道を目立つところに掲載したり、過剰に、そして繰り返し報道しない。 

 自殺既遂や未遂に用いられた手段を詳しく伝えない。 

 自殺既遂や未遂の生じた場所について、詳しい情報を伝えない。 

 見出しのつけかたには慎重を期する。 

 写真や映像を用いることにはかなりの慎重を期する。 

 著名な人の自殺を伝えるときには特に注意する。 

 自殺で遺された人に対して、十分な配慮をする。 

 どこに支援を求めることができるのかということについて、情報を提供する。 

 メディア関係者自身も、自殺に関する話題から影響を受けることを知る。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 



 

近年では、新聞、テレビ、ラジオといった従来のメディアに加えて、インターネットへの注意

が喚起されています。残念ながら、インターネットには自殺の方法・手段の掲載、集団自殺の

後押し、著名人の自殺についての配慮の無い記事の掲載、自殺で亡くなった人の画像の掲載な

ど規範の追いついていない現状があります。 

メディアの自殺報道は模倣自殺を惹起すると多くの研究からいわれています。しかし、一方で

メディアが、好ましい形で影響力を発揮し得るという根拠を示すいくつかの事例もあります。

例えば、先ほどご紹介したウィーンのお話では、ガイドラインを導入し、さらに国全体にこの

ガイドラインを繰り返し周知させることで、ウィーンだけではなく国全体の自殺率低下に繋が

りました。そして、この好ましい影響は、メディアがしっかりと協力をした地域に顕著で、長

い期間、広範に維持されました。つまり、ガイドラインを意識した正しい自殺報道は単に模倣

自殺、群発自殺を起こさないだけではなく、将来的な自殺の防止にもつながるのです。 
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【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 平成 25 年度 北海道自殺未遂者支援研修会 

毎年、自殺対策強化月間事業として自殺未遂者支援研修会を実施していますが、今年度は若年

層への自殺対策をテーマとして、次のとおり予定しています。 

 

日 時  ：平成 26年 3月 15 日（土）13：30～16：30 

会 場  ：北海道自治労会館 4Fホール（札幌市北区北６条西７丁目） 

テーマ  ：「自殺・自傷に傾く若者をどう支えるか～学校教育の現場で～」 

基調講演 ：「思春期・青年期の抑うつ傾向・自殺傾向の実態とその対処について」 

      講師 北海道大学大学院 保健科学研究院 教授 傳田 健三 氏 

講 演 ①：「小中高での自殺予防の取り組みについて」 

      講師 北海道教育大学学校臨床心理学 教授 佐藤 由佳利 氏 

    ②：「室蘭工業大学における自殺予防の取り組みについて」 

      講師 室蘭工業大学保健管理センター 准教授 三浦 淳 氏 

 

◇ HP・携帯版HP をご覧ください 

北海道地域自殺予防情報センターの HP を開設しています。最新の北海道の状況を掲載してお

り、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。 

パソコンHP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm


また、携帯電話で見ることができる携帯版 HP も開設しています。警察庁および北海道警察か

ら公表された統計資料をもとに、北海道における自殺の状況を掲載しています。こちらも併せ

てご覧ください。 

携帯HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

時が過ぎるのは早いもので今年も残りわずかとなりました。年を取る毎に 1年が短く感じられ

ております。 

皆さんは年末年始をどのようにお過ごしになるのでしょうか。テレビにこたつと蜜柑でのんび

り過ごしたり、あるいは初売りやレジャーを楽しんだりするのもいいかもしれませんね。 

来年も皆様に役立つ情報をお届けできるよう努力していきたいと思います。今後ともよろしく

お願いいたします。 

 

日頃のご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.55 は、新年 1月末に配信予定です。 

 

                                                    ＊お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

